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第 2 章では，現在までの耐震設計法の流れを概説した上， ソフトストーリー構造を意図したエネルギー吸収型建物
としての役割及び地震応答制御原理を述べ， ソフトストーリ一部に大変形能力を与えるコンファインドコンクリート





第 4 章では，兵庫県南部地震でピロティ型建物の l 層崩壊が目立ったことから， ピロティ階の必要な変形能力とエ
ネルギー吸収能力について検討し， ピロティ階の必要エネルギー吸収能力を評価する累積塑性率の推定式を誘導して
いる。また，大地震に対する同式による推定値と弾塑性応答解析より求めた値とを比較検討している。
第 5 章では， ソフトストーリー構造の多質点， 2 質点および 1 質点モデルを用いて，振動モード特性および、エネル
ギ一配分特性の推定式を誘導し，同式の妥当性を複数の地震波に対して地震応答解析を行って確認するとともに，地
震応答の簡易予測法を提示している o
第 6 章では，高強度pc鋼材によるプレースを下層部に設けたソフトストーリー構造の解析的検討を行い， PC 鋼材
降伏点に対応するソフトストーリー構造の層間変位角，残留変位の復元率と pc 鋼材量との関係，および P ーム効果
により生じる二次的応力増分を打消すための適正PC鋼材量を求めている O また， JMA 神戸実記録地震波を使って，
PC 鋼材プレースとコンファインドコンクリート柱を用いたソフトストーリー構造の動的解析を行い， 同構造の適用
の可能性を示している o
第 7 章では， 2 階以上に連層壁のある一般のピロティ構造を比較対象に，下層部にPC鋼材プレースとコンファイ
-601-
ンドコンクリート柱を用いたソフトストーリー構造の静的および動的解析を行い，諸応答性状を調べている D





















二次的応力増分を打消すための適正 PC 鋼材量を求めている o
(6)JMA 神戸実記録地震波を使って， PC鋼材プレースとコンファインドコンクリート住を用いたソフトストーリー
構造の動的解析を行い，同構造の実現の可能性を示している o
(7) 2 階以上に連層壁のある一般のピロティ構造を比較対象に，下層部にPC鋼材ブレースとコンファインドコンク
リート柱を用いたソフトストーリー構造の静的および動的解析を行い，諸応答性状を調べている。
以上のように，本論文は下層部にソフトストーリーを有するコンクリート多層建築物の諸特性を解明し，同構造の
耐震設計法を確立するための重要な知見を数多く与えており，建築構造工学に寄与するところ大である。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める o
ハu? ?
